
 

令和６年度 小中連携教育推進検討会について 

 

１ 小中連携教育推進検討会の目的 

（１）区として取り組む小中連携教育の目標や方向性等を示した「小中連携教育推進方針」を策定する。 

（２）小中連携推進拠点ブロックを中心に取組の実践および普及・啓発を行い、全ての中学校ブロックに

おいて小中連携教育の一層の推進を図る。 

 

２ 構成員 

  教育長、教育部長、西巣鴨中・池袋中ブロック校長、指導課長、教育センター所長 

 

３ 令和６年度の実施について 

（１）第１回 

 ①実施日 

  令和６年１２月１３日（金） 

 ②内容 

  ○教育委員会より、小中連携教育推進検討会の目的、今後の小中連携教育の方向性についての説明 

○拠点ブロックにおける令和６年度の取組についての意見交換 

 ＜池袋中ブロック＞ 

・池袋中と池本小は、校舎一体型の特性を生かした取組（あいさつ運動や避難訓練の合同実施）

を行うことができた。 

    ・校舎が離れている池一小については、タブレットを活用した連携ができるとよい。 

   ＜西巣中ブロック＞ 

    ・大塚駅前バラロードの清掃など、地域の特色を生かした連携を進めることができた。 

    ・ブロックとして目指す児童生徒の姿を共有しながら、小小の取組を進めていきたい。 

（２）第２回 

 ①実施日 

  令和７年２月２６日（水） 

 ②内容 

  ○「令和６年度小中連携教育の取組のまとめ」についての意見交換 

   ・「学習・生活指導」については各ブロックが意識して取組を進めている。 

   ・「地域の特色」「小小連携」「不登校対策」については、実践はしているが連携の枠組みの位置付け

としての意識が低いように感じる。 

 ・令和７年度に向け、現在行っている取組を整理し、「共通プログラム」の枠組みに位置付けていく

ことが必要である。 

   

３ 今後の取組について 

（１）拠点ブロックを中心に、「共通プログラム」の枠組みに応じた取組の実践 

（２）拠点ブロックの取組内容の周知 

   ①校長会・副校長会での報告および情報交換等 

   ②教員研修での協議・情報交換等 

    ・教務主任研修・生活指導主任研修・研究主任研修・不登校対策研修・年次研修 等 

（３）各中学校の取組状況の確認・取りまとめ 

 

 

報 告 事 項 第 ３ 号 

令和７年第３回臨時会 

R７.３.２７   指導課 



令和 6 年 11 月 日  
指導課 
 

                 今後の小中連携教育の推進について 

 

1 小中連携教育の目的 

 小学校から中学校への円滑な接続を目的に 9 年間を見通した「学習指導」「生活指導」を確立し、児童生徒の
成長をきめ細やかに支援する。 
（１）発達段階に応じた計画的・継続的な学習指導、生活指導の充実 
（２）異学年の児童生徒、多くの教職員とのふれあいによる豊かな人間性、社会性の育成  
（３）小学校・中学校教員が互いに学び合うことによる指導方法の改善 
 

２ これまでの取組の成果    

各校の教育課程に小中連携教育を位置付け、各中学校ブロックで共通実践による「９年間の連続した学び」、情
報交換による児童生徒理解、連携授業、児童生徒の交流等に取り組んだ。  

対 象 成 果 等 

小学生 
〇見通しをもった学習や生活、多様な教職員、児童生徒と関わる機会をもったことにより 

中学校進学への不安が軽減される。 
○身近な中学生があこがれの存在となり、中学校までの目標をもつ。 

中学生 
〇小学生との交流を通じ、上級生であることを自覚し、自尊感情が高まる。 
○異学年交流により、自分のあるべき姿をイメージし自律的な行動をとる。 

教職員 
〇９年間で学力・体力を向上させる発想をもち、指導方法の工夫や改善の意欲が高まる。 
○中学校につながる子供たちを小中全教員で育てているという一体感が生じ、協力する。 

  
３ 今後の小中連携教育の推進ロードマップ（案） 

時 期 会 議  内 容 等 
令和６年１２月 R6 第１回 

小中連携教育推進検討会 
〇西巣中ブロック、池袋中ブロックの小中学校長への今後
の小中連携教育についての説明及び意見交換 

令 和 ７ 年 １ 月 〜
３月 

R6 第２回 
小中連携教育推進検討会 

〇「小中連携教育推進方針」の骨子について意見交換、論点
整理 

令和７年４月〜 R7 第 1 回〜 
小中連携教育推進検討会 

〇今後区として取り組む「小中連携教育推進方針」を策定 

令和７年度内 R7 第１回〜 
小中連絡協議会 

〇拠点ブロック（西巣中ブロック、池袋中ブロック）で小中連携

教育「共通プログラム」の枠組みを検討、他の中学校ブロッ
クを含めた実践例を集約し共有 
○全中学校ブロックで小中連携教育「共通プログラム」実践 

令和６年第 17 回臨時会 
報告事項第４号指導課 
令和６年 11 月 27 日 

○写



 
会 議 〇内 容 等   ▶構 成 員（案） 

小中連携教育推進

検討会 

〇今後区として取り組む小中連携教育の目標や方向性等を策定 
⇒ 「小中連携教育推進方針」 
▶教育長・教育部長・指導課長・教育センター所長・西巣中、池中ブロック小中学校長 

 

小中連絡協議会 

○拠点ブロックで「小中連携教育推進方針」に基づく、共通プログラムの枠組み検討 
他ブロックを含めた実践例を集約し共有 ⇒ 小中連携教育「共通プログラム」 

▶ブロック内の小中学校長・副校長・教務主任・生活指導主任・研究主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 「小中連携教育推進方針」及び小中連携教育「共通プログラム」のイメージ（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中連携教育推進検討会 

 

 
 

 

学校経営部会 

校園長会・副校長会 

学習部会 

教務主任研修・研究主任研修 
生活部会 

生活指導主任研修 

 

 
 

 

拠点ブロック【西巣鴨中ブロック】 拠点ブロック【池袋中ブロック】 

明豊中 

ブロック 
千川中 

ブロック 

西池中 

ブロック 
千登中 

ブロック 
巣鴨北中 

ブロック 
駒込中 

ブロック 

「小中連携教育推進方針」 

を策定 小中連携教育「共通プログラム」

の枠組み検討、各校の取組集約 

各研修会等を通じて、各校の取組について情報交換し、拠点ブロックで集約 

東 西 

小中連携教育推進検討会 

R7 年度以降、全中学校ブロックで小中連携教育「共通プログラム」を実践 

・中教審答申（H28.12） 

・学習指導要領（H29.3） 

「学校段階の接続」 

「小１プロブレム」 

「中１ギャップ」 

・豊島区教育大綱（R6.10） 
方針 1 具体的な取組み 1-② 

・豊島区教育ビジョン 

・「小中連携教育推進方針」 

骨子（案） 

１推進方針の考え方 
２豊島区における小中連携 

教育の進め方 
３小中連携教育推進のため 

の基盤整備 

・小中連携教育 

「共通プログラム」枠組み（案） 

1 授業改善プログラム 
 生活改善プログラム 
2 地域の特色プログラム 
3 小小連携プログラム 
4 不登校対策プログラム 


